
 

 

 

 

 

「避難訓練‐不審者への対応‐」 

「体験型防犯教室」 
６月２１日（金） 

岡崎警察署から愛知県警察スクールサポーターさ

んや岡崎市役所安全安心課から講師の方をお招きし

て、不審者侵入に対する避難訓練を実施しました。 

昇降口から２年１組に不審者が侵入したとの想定

で訓練を始めました。先週実施した現職研修の成果

を発揮して駆け付けた職員が不審者を制圧したり、

子供たちが無言で先生方の指示に従って迅速に避難

したりすることができました。 

また、第一避難所である運動場に待機したのち、

スクールサポーターさんから、不審者から身を守る

要点「つみきおに」を教えていただきました。 

○ついて いかない 

○みんなと いつも いっしょ 

○きちんと しらせる  

○おおごえで たすけを よぶ 

○にげる 

私からは、中部の子供は「大人に迷惑をかけないようにふるまえる良い子」が多いので、

「お」と「に」ができないことが心配なことと、身を守る方向で間違えてよいので、誰

かに迷惑がかかったときは、私が謝ることを添えて「お」と「に」をためらわないよ

うに呼びかけました。 

避難訓練のあと、３，４年生と５，６年生がそれぞれ１時

間ずつ「体験型防犯教室」を体育館で実施しました。 

・背後から抱きつかれた際に抜け出して走って逃げる 

・大声で叫ぶ（声の大きさを測定） 

を共に学び、中学年は防犯ブザーを

鳴らす練習、高学年はつかまれた腕

のほどき方を、それぞれ体験して学

びました。「いざ」というときが来

ない方がよいのですが、子供たちの緊急時への対応力が高まって

いることを願います。 

避難訓練では成果を感じる一方で、より確実に子供たちの安全を確保するためには検討す

べきことがあることも明確になりました。いただいた御助言や訓練の反省をもとに、より

よい本校の緊急時への対応体制を整えます。 

また、学年が上がるにつれて、防犯ブザー不備や不携帯が増える傾向にあることが気にか

かりました。今回の訓練や防犯教室を契機に、御家庭でも、危機管理について話したり、

備えを見直したりしていただければ幸いです。 
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体験型防犯教室・２０ｍ走って逃げる 

体験型防犯教室 

・大声で助けを求める 

体験型防犯教室 
・つかまれた腕をほどく 



「絵をかく会」 
６月２０日（木）、学区の二村さんにトラクター

をお借りして、４年生が「絵をかく会」を実施しま

した。下書きを終えた子供が「大きいでしょう」と

画用紙からはみ出しそうなトラクターを見せてくれ

ました。 

全校一斉の「絵をかく会」は実施しませんが、そ

れぞれの学年で計画的に進めています。子供たちの

感動がこもった作品を、保護者会のおりにお見せで

きるように努めます。 

 

ＰＴＡ「親子クッキング教室」 

６月22日（土） 
毎年好評の「親子クッキング教室」を、今年も開催

することができました。講師にコープあいちから５名

の食と健康アドバイザーを御招きし、「オムレツ丼」

と「フォンダンショコラ風白玉」を作りました。恐る

恐る卵を割ったり、思わず「うまい！」と声が上がっ

たりする、笑顔があふれるひとときとなりました。 

「包丁を使うことが少なく、安心して子供に調理させることができた」「家でも作り、おじ

いちゃんやおばあちゃんに食べさせたい」等の声が参加者から聞かれ、大盛会でした。 

 


